
 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（理事長 片岡 正俊、
以下「都産技研」）と株式会社東京都民銀行（頭取 柿﨑 昭裕、以下
「都民銀行」）は、平成2６年３月４日（火）、業務連携に関する協定
を締結しました。 
 この協定は、相互に中小企業の支援に関する業務を連携・協働して実
施することで地域産業の活性化を図ることを目的としています。 

平 成 2 6 年 3 月 5 日 

配布担当 東京都立産業技術研究センター経営企画部広報室 TEL 03-5530-2521 

背 景  

 都産技研は、知的資産経営※の重要性を認識し、広く中小企業に啓発するために、
平成２４年度から「知的資産経営講座」を開催しています。都民銀行は、首都圏に
おける中小企業の発展を経営理念の一つに掲げ、多くの企業支援をしています。 
 今回の協定締結を契機に、都産技研と都民銀行は、中小企業の知的資産経営に関
する取り組みを重点的に支援し、地域産業の活性化を図っていきます。 

【お問い合わせ】 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター 

   事業化支援本部交流連携室   樋口 明久  TEL 03-5530-2307   FAX  03-5530-2318 

   経営企画部広報室       竹内由美子  TEL 03-5530-2521   FAX  03-5530-2536   

http://www.iri-tokyo.jp/  

連携・協力して行う事業 

（重点的実施事業） 

・企業等の知的資産経営に関すること 

（包括的実施事業） 
・ 企業等の技術力・製品開発力の向上に関する  
 こと 
・ 産業を支える人材の育成に関すること 
・ 企業等からの相談・問い合わせに関すること 
・ 技術経営支援に関すること 
・ 産学公交流に関すること 
・ 情報発信に関すること 
・ 施設利用促進に関すること 
・ その他、協議に基づく連携事業に関すること 

都産技研 片岡理事長（写真左）と都民銀行 柿﨑頭取 

が協定書に調印（平成2６年３月４日） 

  東京都立産業技術研究センターと 
東京都民銀行が協定を締結  

-企業支援業務の連携・協働により地域産業の活性化を推進- 

東京都民銀行 
同時発表 

※知的資産経営 

 企業の無形の強みである人材、技術、技能、知的

財産、組織力等の経営資源を把握し活用することで、

業績の向上に結び付ける戦略的な経営  


